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猿ヶ石川通信
第１面 トピックス　　　　　第 1回田瀬湖一斉清掃＆ごみ川柳大会開催

第２面 ニュースファイル　　Eボートレース大会、今泉吉晴氏講演会、第２東和丸に屋根設置

第３面 インタビュー　　　　田瀬ダム水源地域ビジョン策定委員長：高橋薫さん、他

第４面 インフォメーション　マイリバー猿ヶ石、カッパの川流れ調査、山仕事講座、他

猿ヶ石川流域トピックス

田
瀬
湖
を
み
ん
な
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　

清
掃
活
動
を
通
じ

　

河
川
環
境
へ
の
理
解
を

　

４
月
27
日
（
日
）
、「
第
１
回

田
瀬
湖
一
斉
清
掃
＆
ご
み
川

柳
大
会
」
が
田
瀬
湖
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
猿
ヶ
石

川
の
上
流
と
下
流
に
住
む
市

民
が
、
一
つ
の
川
で
繋
が
る
者

同
士
と
し
て
共
に
汗
を
流
し

な
が
ら
、
河
川
を
中
心
と
し
た

自
然
環
境
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
。

　

昨
年
ま
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

遠
野
エ
コ
ネ
ッ
ト
が
中
心
と

な
り
「
猿
ヶ
石
川
ご
み
川
柳
大

会
」
と
し
て
柏
木
平
地
区
で
６

回
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

こ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
田

瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
協
議
会
を
母
体
と
す
る

猿
ヶ
石
川
上
下
流
域
の
団
体

で
実
行
委
員
会
を
発
足
。
運
営

会
議
３
回
と
下
見
会
２
回
を

行
う
な
ど
、
準
備
を
慎
重
に
進

め
、
ゴ
ミ
処
理
も
花
巻
市
に
お

願
い
し
、
協
賛
団
体
や
花
巻
の

川
柳
会
と
も
打
合
せ
を
重
ね
、

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
量
の
ゴ
ミ
に

　

驚
き
の
声
が

　

当
日
の
天
候
は
曇
り
空
。
集

合
場
所
は
、
田
瀬
湖
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
。
田
瀬
地
区
民
を

含
め
約
１
３
０
名
（
名
簿
記
入

者
は
１
１
９
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
て
開
会
行
事
を
行
っ
た
後
、

陸
上
班
と
水
上
班
に
分
か
れ
、

陸
上
班
は
約
１
㎞
ほ
ど
を
徒

歩
で
、
水
上
班
は
漁
協
や
地
区

民
の
船
に
乗
り
移
動
。

　

目
的
地
で
あ
る
入
り
江
に

着
く
と
、
大
量
の
ゴ
ミ
が
散
乱

し
た
状
況
に
、
参
加
者
か
ら

は
驚
き
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
中
に
は
、
古

タ
イ
ヤ
や
ド
ラ
ム

缶
な
ど
か
ら
、
細
か

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ゴ
ミ
ま
で
あ
り
、
袋

一
杯
の
ゴ
ミ
を
持

ち
坂
を
上
り
下
り

し
な
が
ら
、
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

今
回
回
収
し
た

ゴ
ミ
は
、
可
燃
ゴ
ミ

が
５
７
０
㎏
、
不
燃
ゴ
ミ
が

９
６
０
㎏
。
合
計
１
５
３
０
㎏

で
し
た
。

　

ゴ
ミ
拾
い
の
後
は
、
海
洋
セ

ン
タ
ー
に
戻
り
ゴ
ミ
の
分
別
。

拾
っ
た
ゴ
ミ
と
の
記
念
撮
影

を
終
え
、
い
よ
い
よ
頭
を
ひ

ね
っ
て
の
「
ご
み
川
柳
」
作
り
。

花
巻
川
柳
会
に
よ
る
選
考
の

間
、
水
辺
で
の
遊
び
の
た
め
の

安
全
講
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
柳
の
選
考
が
終
わ
り
、
閉

会
式
に
て
川
柳
入
賞
者
10
名

の
発
表
。
協
賛
団
体
か
ら
の
賞

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
田
瀬

地
区
の
お
母
さ
ん
達
に
作
っ

て
い
た
だ
い
た
美
味
し
い
豚

汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

猿
ヶ
石
川
上
流
と
下
流
の
市
民
約
１
３
０
名
が

田
瀬
湖
の
ゴ
ミ
約
１
・
５
ト
ン
回
収

第
１
回
田
瀬
湖
一
斉
清
掃
＆
ご
み
川
柳
大
会
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川柳を考える余裕もなく、みんなゴミ拾いに夢中。

拾ったゴミとの記念撮影。みんなの笑顔がはじけました。
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猿ヶ石川流域ニュースファイル

　

７
月
28
日
（
日
）
、
田
瀬
湖
湖

水
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、
と

う
わ
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ

ン
行
事
は
毎
年
恒
例
の
Ｅ

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
。
Ｅ
ボ
ー

ト
と
呼
ぶ
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
に
、

舵
取
り
１
名
、
号
令
手
１
名
、

こ
ぎ
手
８
名
の
合
計
10
人
が

一
組
と
な
っ
て
乗
船
。
往
復
約

３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス

で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
全
14
チ
ー
ム
が
県

内
各
地
か
ら
集
い
、
オ
ー
ル
を

手
に
優
勝
を
目
指
し
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
猿
ヶ

石
川
上
下
流
の
各
種
団
体
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
田
瀬

ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推

進
協
議
会
か
ら
も
１
チ
ー
ム

が
参
戦
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
が
初
心
者
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
残
念
な
が
ら
予
選
落
ち

と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
は
地
元
田
瀬
の
小
倉

地
区
民
に
よ
る
「
コ
ミ
ッ
ク

し
ょ
う
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム
」で
タ

イ
ム
は
２
分
39
秒
61
。
予
選
か

ら
、
他
の
チ
ー
ム
を
寄
せ
付
け

ず
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ

け
ま
し
た
。
第
２
位
も
田
瀬
の

白
土
地
区
民
に
よ
る
「
必
殺
地

今年のレースでは地元

チームが大活躍しました。

屋根がかけられた文化遺産、第二東和丸。

田
瀬
湖
の
文
化
遺
産

第
二
東
和
丸
に
屋
根

　

こ
の
夏
、
田
瀬
地
区
中
通
の

眺
望
園
地
さ
わ
や
か
ト
イ
レ

付
近
に
展
示
さ
れ
て
い
る
「
第

二
東
和
丸
」
を
風
雨
か
ら
守
る

た
め
、
花
巻
市
に
よ
り
強
化
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
製
の
屋
根
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
第
二
東
和
丸
」
は
、
木
造
船

だ
っ
た
「
第
一
東
和
丸
」
が
老

朽
化
し
た
た
め
に
鉄
製
に
作

ら
れ
、
昭
和
45
年
か
ら
昭
和
57

年
ま
で
、
田
瀬
湖
の
向
い
田

瀬
地
区
と
中
通
の
約
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
湖
上
を
結
ぶ
た

め
に
活
躍
。
船
体
の
長
さ
は

９
・
５
メ
ー
ト
ル
、
幅
２
・
５

メ
ー
ト
ル
の
19
人
乗
り
で
、
乗

船
は
無
料
で
、
通
学
や
通
院
、

荷
物
の
運
搬
等
に
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
最
盛
期
は
一
日
７
往

復
運
行
し
、
冬
場
は
砕
氷
し
て

航
路
を
確
保
す
る
た
め
、
夜
中

も
３
回
程
運
行
。
所
要
時
間
は

夏
場
は
10
分
、
冬
場
は
30
分
要

し
ま
し
た
。

　

田
瀬
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
議
で
は
、
新
た
に
塗
装
を
行

い
、
運
行
さ
れ
て
い
た
当
時
の

「
第
二
東
和
丸
」
が
綺
麗
に
甦

り
ま
し
た
。

Ｅ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
に

推
進
協
議
会
も
参
戦
！

講演に聞き入る会場いっぱいの参加者。

と
う
わ
野
鳥
の
会

今
泉
吉
晴
氏
講
演
会

　

８
月
３
日
（
土
）
、
花
巻
市
東

和
町
東
和
図
書
館
に
て
、
と
う

わ
野
鳥
の
会
が
主
催
す
る
「
道

草
い
っ
ぱ
い
〜
野
生
の
動
物

と
知
り
合
う
」
と
題
す
る
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
都
留
文
科
大
学
名

誉
教
授
の
動
物
学
者
で
あ
る

今
泉
吉
晴
氏
。
今
泉
氏
は
、
国

内
の
ム
サ
サ
ビ
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
り
、
ま
た
、
シ
ー
ト

ン
動
物
記
の
翻
訳
者
と
し
て

も
著
名
な
方
で
す
。
こ
の
春
か

ら
、
東
和
町
に
永
住
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
そ
の
ご
縁
で
講
演

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
東
和
町
内
は

も
ち
ろ
ん
、
岩
手
県
内
各
地
か

ら
１
２
０
名
が
集
ま
り
、
今
泉

氏
が
語
る
長
年
の
森
の
動
物

達
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た

興
味
深
い
話
や
動
物
達
の
映

像
の
世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

今
泉
氏
は
、「
人
が
自
然
と

共
に
生
き
て
行
く
た
め
、
そ
の

環
境
を
観
察
し
知
る
こ
と
」
の

大
切
さ
を
話
し
、
ま
た
、
東
和

町
の
土
沢
地
区
が
ム
サ
サ
ビ

や
リ
ス
が
棲
め
る
よ
う
な
木

陰
の
あ
る
緑
豊
か
な
環
境
に

し
た
い
と
、
町
づ
く
り
へ
の
提

案
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。

元
民
Ⅲ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
」
が
入

り
、
長
年
の
経
験
と
日
頃
の
練

習
成
果
？
が
見
事
に
発
揮
さ

れ
、
田
瀬
地
区
民
が
上
位
独
占

と
な
り
ま
し
た
。　

レース大会には子供達の姿もありました。

動物とのふれあいを語る今泉吉晴氏。
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猿ヶ石川流域インタビュー

田瀬ダム水源地域ビジョン
策定委員長

　

田
瀬
湖
ボ
ー
ト
競
技
の

　

 

仕
掛
け
人

　

私
が
田
瀬
ダ
ム
水
源
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
委
員
長
に

就
い
た
の
は
、
村
井
宏
さ
ん
か

ら
の
推
薦
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
村
井
さ

ん
も
私
も
、
東
北
地
域
環
境
研

究
会
に
所
属
し
て
い
て
、
よ
く

知
っ
た
仲
で
し
た
。
村
井
さ
ん

は
、
田
瀬
ダ
ム
よ
り
先
行
し
て

平
成
14
年
に
策
定
さ
れ
た
「
御

所
ダ
ム
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
委

員
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
私
は
、
２
年
間
東

和
高
校
の
校
長
に
就
い
て
ま

し
た
か
ら
、
そ
の
時
に
、
東
和

の
方
々
と
お
付
き
合
い
し
ま

し
た
。
父
母
懇
談
会
な
ど
で
、

田
瀬
地
区
に
も
顔
を
出
し
た

り
し
て
ま
し
た
ね
。

　

昭
和
45
年
の
岩
手
国
体
で
、

ボ
ー
ト
競
技
は
湯
田
の
錦
秋

湖
で
や
っ
た
ん
で
す
が
、
そ

の
時
に
私
の
父
が
担
当
者
に

な
っ
て
い
た
。
水
量
の
確
保
に

随
分
苦
労
し
て
い
た
ん
で
す
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
田
瀬
湖
は

貯
水
量
が
安
定
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
当
時
の
小
原
東
和
町
長

に
、
ボ
ー
ト
競
技
コ
ー
ス
の
整

備
を
提
案
し
た
ん
で
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
大
学
の
ボ
ー
ト
部
が

合
宿
等
に
来
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
た
。
３
年
後
の
平
成
28
年

岩
手
国
体
で
は
、
正
式
に
田
瀬

湖
で
の
ボ
ー
ト
競
技
が
決
ま

り
ま
し
た
よ
ね
。

　
　
　

　

上
下
流
の
市
民
が

　

 

つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を

　
　

　

私
が
田
瀬
ダ
ム
水
源
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
当
た
っ

て
大
事
に
し
た
い
と
考
え
て

い
た
の
は
、
環
境
問
題
な
ん
で

す
。
田
瀬
ダ
ム
で
は
、
そ
の
当

時
ア
オ
コ
が
発
生
し
て
問
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

　

策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
猿
ヶ
石
川
の
上
流
か
ら
下

流
ま
で
、
本
当
に
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
で

し
た
か
ら
、
面
白
か
っ
た
で

す
。
一
本
の
川
で
結
ば
れ
た
生

活
空
間
の
違
う
者
た
ち
が
一

同
に
会
し
、
意
識
を
共
有
し
な

が
ら
交
流
し
合
え
た
の
は
、
意

義
深
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
ビ
ジ
ョ
ン
が

策
定
さ
れ
て
か
ら
、
も
う
７
年

が
経
過
し
た
の
で
、
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
た
た
き
台
に
し
て
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

夢
物
語
で
は
な
く
、
よ
り
現
実

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
言
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
田
瀬
ダ
ム
が
完
成

高橋　薫（たかはし　かおる）さん

昭和 12 年、中国東北部（旧満州）生まれ。岩手大学学芸学部卒業後、岩手

県内小中高校の教職に就き平成 9 年退職。この間、平成 5 年より 2 年間

県立東和高校校長を務める。その後、1 年間富士大学の非常勤講師を経

て、現在は同大学経済学科教授。平成 16 年田瀬ダム水源地域ビジョン策

定委員会委員長に就き、平成 18 年の同ビジョン策定後は、同ビジョン推

進協議会アドバイザー。共著に『岩手県の不思議辞典』他多数。76 歳。

し
て
か
ら
60
年
で
す
よ
ね
。
こ

の
機
会
を
と
ら
え
て
、
何
か
上

流
と
下
流
の
市
民
が
つ
な
が

り
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
組
め
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
人
間

関
係
を
育
て
る
ん
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
ビ
ジ
ョ

ン
の
推
進
に
関
わ
っ
て
い
る

方
々
の
役
割
は
大
き
い
ん
だ

と
思
い
ま
す
よ
。
猿
ヶ
石
川
流

域
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
活

動
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

猿ヶ石川の野鳥

自然ウォッチング

オシドリ（♂　 全長約 45 ㎝：東和大橋にて）

雄は一度見たら忘れられないほど美しい。雌は灰褐色と異

なる。クイッ、クエッと鳴く。一年中いて、大木の樹洞に巣

を作り卵を産み育てるという。猿ケ石河畔のどこに巣をつ

くっているのか、興味深い。（写真提供：とうわ野鳥の会）

ボート大会に賑わいを見せる田瀬湖畔。
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　　　　　　猿ヶ石川を活用したイベントに向けて…　　　

　　　　　カッパの川流れエリア調査　　
　

　ライフジャケットを着用して、川の流れに身を任せて流れ

ると、ゴムボートの川下りとはまたひと味違う面白さがあり

ます。猿ヶ石川は、多くのカッパ伝説を生んだ川です。そこで

田瀬ダム水源地域ビジョン推進協議会では、このレジャーを

「カッパの川流れ」と称して、猿ヶ石川流域での新たな体験型

観光メニューとして発掘できないかと考え、下記日程にて現

地調査を行うことにしました。興味ある方はお問い合わせ下

さいませ。

【日時】　平成 25 年９月 24 日（火）午前 10 時〜 12 時

【集合】　遠野麦酒苑駐車場　

【参加費】 無料

【持ち物】　防寒着、長靴、双眼鏡（ある方）

【問合せ】　田瀬ダム水源地域ビジョン推進協議会

☎＆FAX　0198-64-2250（千葉）

　　　　　　　技術を身につけ山の手入れを始めよう ‼

　　　　　　　　山仕事はじめの一歩（入門）講座
　

　植林された後、手つ

かずの真っ暗な山林

が多くあります。みな

さんのお持ちの山や

地域の山は、どんな姿

でしょうか？一本でも

多くの木を間伐するた

め、森林ボランティア

を育成する講座が昨年に引き続き行われています。平成 26 年

3 月まで、毎月第 2 日曜日の開催。今年は女性も 6 人ほど参加

しています。あなたも、この機会に山仕事の技術を身につけて

みませんか。

【日時】平成 25 年 10 月 13 日（日）午前９時〜午後 3時

【集合】遠野市総合福祉センター駐車場

【参加費】 ￥3,000（１年分）

【持ち物】昼食、飲み物、作業着、筆記用具、チェンソー（ある方）

【申し込み】遠野エコネット　☎0198-64-2250（千葉）

猿ヶ石川流域インフォメーション
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　　　　　　　　猿ヶ石川流域をまるごと体験できる！

　　　　　 マイリバー猿ヶ石
　

　猿ヶ石川流域の市民・親子を対象に、上流にある森林体験や

猿ヶ石川流域での水辺体験を通じ、ふだん何気なく見ている

猿ヶ石川への理解と環境保全、更に森林と河川という水循環

について考える機会となるこ

とを願い開催します。

【日時】平成25年９月29日（日）

【時間】午前９時〜 15 時

【集合場所】遠野麦酒苑（宮守町

柏木平　℡0198-66-2011）

【参加費】 1,000円

　　　　（昼食、保険料込）

【持ち物】作業できる服装、長

靴、飲み物、雨具（カッパ）

【内容】

午前：森林体験（間伐・枝打ち）

昼：川の味覚体験

（梁漁見学、アユ塩焼き食事）

午後：水辺体験（水生生物観察

＆ザリガニ釣り）

＊雨天時も、内容を一部変更し

て行います。

【申し込み】

マイリバー猿ヶ石実行委員会

☎＆FAX　0198-64-2250（千葉）

　

10/13

９/24

９/29

典
Q 以前、田瀬湖で発生した

アオコって何ですか？

A アオコとは、富栄養化が進んだ湖沼等におい

て、「ラン藻」や「シアノバクテリア」と呼ば

れる植物プランクトンが大量に増殖し、水面

が緑色の粉をまいたようになることです。ア

オコが発生すると、異臭があることや、他の

水生植物の生育を阻害するために、魚類の産

卵や生育にも影響が出るなど、人間生活にも

悪影響があります。田瀬ダムでは、曝気装置

を導入し対策を行っていますが、流域に暮ら

す人々の水環境への気配りが求められます。

川
豆
辞


